
一
、
当
代
に
お
い
て
、
南
都
興

福
寺
の
維ゆ
ゐ

摩ま

会ゑ

に
、
講
堂
に
て

法
味
を
行お
こ
な

い
給
折を
り

節ふ
し

、
食じ
き

堂だ
う

に

て
舞
延
年
あ
り
。
外
道
を
や
は

ら
げ
、
魔
縁
を
し
づ
む
。
そ
の

間
に
、
講
堂
前
に
て
、
彼
御
経

を
講
か
う
じ

給た
ま
ふ。
す
な
は
ち
祇
園
正精

舎

1

　

当
代
に
於
て
は
、
奈
良
興
福
寺
の
維
摩
会

に
、
講
堂
で
仏
事
を
行
は
れ
る
際
に
、
食
堂

で
舞
延
年
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て
、
外
道

の
者
を
和
ら
げ
、
魔
縁
を
し
づ
め
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
間
に
、
講
堂
前
に
於
て
、
維
摩

経
を
講
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
祇

園
精
舎
の
吉
例
に
よ
る
の
で
あ
る
。
か
や
う

な
わ
け
で
、
大
和
国
春
日
興
福
寺
の
神
事
行

ひ
と
い
つ
て
、
二
月
二
日
と
同
五
日
と
に
春

日
社
興
福
寺
に
於
て
、
四
座
の
申
楽
が
行
は

れ
る
の
が
、
一
年
中
の
御
神
事
始
で
あ
る
。

こ
れ
は
天
下
泰
平
の
御
祈
禱
で
あ
る
。

風
姿
花
伝
第
四
、

神
儀
云
　
当
代
に
於
て

　〔
口
訳
〕
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申
楽
四
座
、
外と

山ひ

、
結ゆ
う

崎さ
き

、

坂さ
か

戸と

、
円え
ん

満ま
ん

井ゐ

、

一
、
江
州
日
吉
御
神
事
相
随
申

楽
三
座
、
山や
ま

階し
な

、
下し
も

坂さ
か

、
比ひ

叡え

、
一
、
伊
勢
、
主し
う

司し

、
二
座
、

一
、
法
勝
寺
御
修
正
参
勤
申

の
吉
例
也
。
然
ば
、
大
和
国

春
日
興
福
寺
神
事
お
こ
な
ひ
と

て
、
二
月
二
日
、
同
五
日
、
宮

寺
に
お
い
て
、
四
座
の
申
楽
、

一
年
中
の
御
神
事
初
也
。
天
下

泰
平
の
御
祈
禱
也
。

一
、
大
和
国
春
日
御
神
事
相
随
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楽
三
座
、

新え

な

み座
、

本や

た座
、

法し

ゆ

く

成
寺
、
此
三
座
、
同
賀
茂
住

吉
御
神
事
に
も
相
随
。

　

こ
の
神
儀
篇
は
、
文
字
や
文
意
の
上
で
は
、
さ
し
て
難
解
の
も
の
で
は
な
い
。
又

書
か
れ
て
居
る
事
が
、
猿
楽
者
流
の
家
に
伝
は
る
伝
説
の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
能

楽
論
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
従
つ
て「
評
」を
書
く
に
も
及
ば
な
い
か
と
思
ふ
。

そ
れ
で
、
こ
の
神
儀
篇
に
つ
い
て
、
想
ひ
附
き
を
書
い
て
、
責
を
塞
が
う
と
思
ふ
。

　

神
代
の
岩
戸
隠
れ
の
故
事
は
、
神
楽
の
起
原
と
し
て
、
楽
家
の
方
で
は
重
大
に
取

扱
つ
て
居
り
、
大
て
い
の
楽
書
に
は
皆
こ
の
記
事
が
あ
る
。
神
儀
篇
に
、
先
づ
神
代

の
神
楽
を
説
き
出
し
た
の
は
、
こ
れ
等
の
楽
書
な
り
又
楽
人
の
伝
誦
な
り
に
倣
つ

た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
又
一
面
に
、
猿
楽
者
流
が
神
職
で
あ
る
と
い
ふ
観
念
を
持
つ

て
居
た
こ
と
も
、与
か
る
所
が
大
で
あ
る
と
思
ふ
。同
じ
く
法
師
形
を
し
て
居
て
も
、

猿
楽
と
田
楽
と
は
大
分
と
世
上
の
扱
ひ
が
異
り
、
猿
楽
の
方
は
、
神
事
に
於
て
は
、

神
官
扱
ひ
の
も
の
と
な
つ
て
居
た
消
息
が
、
鎌
倉
時
代
の
住
吉
大
神
宮
諸
事
次
第

〔
評
〕
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の
中
に
も
見
ら
れ
る
。（
田
楽
は
僧
家
の
扱
ふ
も
の
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
）。
又
興
福

寺
の
天
満
宮
、
東
大
寺
の
八
幡
宮
、
薬
師
寺
の
八
幡
宮
、
そ
の
他
日
吉
神
社
、
住

吉
神
社
、
春
日
神
社
等
の
神
事
に
は
、
猿
楽
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
の
如
く
に
な

つ
て
居
る
。
か
や
う
な
神
事
に
従
事
す
る
習
慣
か
ら
、
猿
楽
者
流
は
神
職
で
あ
る

と
い
ふ
や
う
な
考
を
抱
く
に
到
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
因
に
言
ふ
が
、
田
楽
や
猿
楽

が
法
師
形
を
し
て
居
る
の
は
、
平
安
時
代
以
来
の
伝
統
の
然
ら
し
め
た
と
こ
ろ
で
、

別
に
仏
法
帰
依
の
立
場
か
ら
法
師
に
な
つ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
円
頂

の
神
職
と
い
ふ
と
今
日
で
は
矛
盾
滑
稽
を
感
じ
る
が
、
世
阿
弥
の
時
代
に
は
少
し

も
奇
異
に
は
感
じ
な
か
つ
た
時
代
で
あ
る
。
神
職
と
い
ふ
語
も
、
神
に
仕
へ
る
職
と

い
ふ
ほ
ど
の
意
で
、
禰
宜
や
祝
主
や
神
主
と
い
ふ
意
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

印
度
の
祇
園
精
舎
の
出
来
事
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
神
代
の
故
事
に
対
し
て
、

天
竺
の
歌
舞
の
始
め
と
い
ふ
意
味
か
ら
で
あ
ら
う
が
、
興
福
寺
維
摩
会
の
延
年
の
伝

説
な
ど
と
も
、
関
係
が
あ
り
さ
う
で
あ
る
。
楽
書
な
ど
に
も
よ
く
仏
教
的
説
話
が

引
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
別
に
あ
や
し
む
に
も
足
り
な
い
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
神
儀

篇
に
あ
る
や
う
な
事
実
が
あ
つ
た
と
は
信
じ
難
い
が
、
伝
説
と
し
て
見
る
と
中
々

興
味
が
あ
る
。
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第
三
に
、
秦
河
勝
の
奇
瑞
が
記
さ
れ
て
居
る
の
は
、
大
和
猿
楽
者
の
間
で
は
、
猿

楽
の
祖
は
、
河
勝
で
あ
る
と
い
ふ
信
仰
が
あ
つ
た
に
依
る
。
こ
れ
は
談
儀
に
も
記
さ

れ
て
居
て
、
当
時
は
疑
な
き
事
と
信
じ
ら
れ
て
居
た
と
思
は
れ
る
。
書
紀
や
上
宮

聖
徳
法
王
帝
説
を
見
て
も
、
河
勝
の
名
は
見
え
る
が
、
河
勝
が
舞
を
奏
し
た
な
ど

と
い
ふ
事
は
勿
論
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
又
河
勝
が
長
谷
か
ら
流
れ
た
壺
の
中
に
居
た

と
い
ふ
の
も
、
面
白
い
伝
説
で
、
こ
れ
は
多
分
長
谷
と
猿
楽
と
の
関
係
が
深
い
時
代

に
生
れ
た
も
の
か
と
思
ふ
。
又
、
帝
の
夢
に
、
孩
子
が
あ
ら
は
れ
て
、
秦
の
始
皇
の

再
誕
だ
と
申
し
上
げ
た
と
い
ふ
の
は
、
多
分
日
本
書
紀
欽
明
天
皇
の
条
に
あ
る
秦

大
津
父
を
天
皇
が
夢
の
告
で
御
登
用
に
な
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
河
勝
伝
説
に

附
会
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
書
紀
に
は

天
皇
幼
き
時
、
夢
に
人
あ
り
て
云
く
、
天
皇
、
秦

は
た
の

大お
ほ

津つ

父ち

と
い
ふ
者
を
寵め

ぐ
み愛

た
ま
は

ば
、
壮

を
と
こ
ざ
か
り

大
に
及
び
て
、
必
ず
天
の
下
を
有し

ら

さ
む
と
、
寤さ

め驚
た
ま
ひ
て
、
使
を
遣
し
て

普
く
求
め
し
め
給
ひ
し
に
、
山や

ま

背し
ろ

国
紀
伊
郡
深
草
の
里
よ
り
得
つ
。
姓

か
ば
ね

字な

果
し
て
夢み

そ

な
は
し
し
が
如
し
。
是
に
於
て
、
忻よ

ろ
こ
び喜

給
ふ
こ
と
身
に
遍み

ち
て
、
未め

づ
ら
し
き曽

夢
と
歎ほ

め
た

ま
ふ
。
…
…
仍
ち
近お

も
とに

侍
ら
し
め
て
、
あ
つ
く
寵め

ぐ

み
た
ま
ふ
こ
と
日
に
新あ

ら
たな

り
。
大

に
饒に

ぎ
は
ひ富

を
致
せ
り
。
践
祚
に
至
る
に
及
び
て
、
大お

ほ

蔵く
ら
の

省つ
か
さに

拝ま

け
給
ふ
。
…
…
秦
人

漢
人
等
の
諸く

に
〴
〵蕃

の
投

お
の
づ
か
ら
ま
ゐ

化
け
る
者も

の

を
召
し
集
へ
て
、
国
郡
に
安
置
し
め
、
戸へ

む

籍ふ
だ

に
編

つ貫
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く
。
秦
人
の
戸
数
す
べ
て
七
千
五
十
三
戸
な
り
。
大お

ほ

蔵く
ら
の

掾ふ
ん
ひ
とを

以
て
秦

は
た
の

伴と
も
の

造み
や
つ
こと

な

す
。

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
河
勝
に
つ
い
て
は
、
か
や
う
な
伝
説
は
無
い
。
そ
の
他
の
伝
説

的
奇
談
も
面
白
い
も
の
で
あ
る
が
、
勿
論
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

村
上
天
皇
の
御
代
を
平
安
京
猿
楽
の
一
エ
ポ
ツ
ク
と
し
、
秦
氏
安
を
点
出
し
た

の
は
、
ど
う
し
て
も
、
本
朝
文
粋
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
、
村
上
帝
の
散
楽
策
問
と
、

散
楽
得
業
生
正
六
位
上
行
兼
腋
陣
吉
上
秦
宿
禰
氏
安
対
策
と
が
暗
示
と
な
つ
て
、

か
や
う
な
伝
説
が
生
れ
た
も
の
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
。
秦
氏
安
が
河
勝
の
遠
孫

云
々
も
、そ
の
ま
ま
に
は
信
じ
難
い
。
何
し
ろ
河
勝
よ
り
以
前
の
大
津
父
の
時
代
に
、

我
国
に
帰
化
し
て
居
た
秦
氏
は
七
千
五
十
三
戸
も
あ
つ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
何
れ
か
の
子
孫
で
は
あ
ら
う
が
、
河
勝
云
々
は
や
や
疑
問
で
あ
ら
う
。
素
直

に
考
へ
れ
ば
、
音
楽
の
方
に
関
係
の
あ
る
秦
氏
（
こ
れ
は
延
暦
年
中
に
既
に
六
十
余

人
も
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
叡
山
文
庫
の
叡
岳
要
記
に
古
書
を
引
い
て
書
か
れ
て

ゐ
る
）
で
、
近
衛
官
人
を
音
楽
歌
舞
に
堪
能
な
も
の
か
ら
簡
抜
せ
ら
れ
た
仁
明
帝

以
後
の
慣
習
に
よ
つ
て
、
近
衛
官
人
と
な
つ
た
秦
氏
の
中
に
、
氏
安
な
る
も
の
が
存

在
し
た
と
見
る
方
が
無
難
で
あ
ら
う
。
紀
権
守
と
い
ふ
人
物
は
申
楽
談
儀
に
よ
る
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と
、
近
江
申
楽
の
元
祖
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
氏
安
の
妹

婿
と
し
た
な
ど
は
微
苦
笑
さ
せ
ら
れ
る
。
談
儀
に
は
「
時
代
よ
く
よ
く
尋
ぬ
べ
し
」

と
い
ふ
註
記
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

六
十
六
番
を
つ
づ
め
て
三
番
に
し
た
と
い
ふ
の
も
、
面
白
い
伝
説
で
は
あ
る
。
但

し
、「
稲
積
の
翁
、
世
継
翁
、
父
尉
」
の
三
番
と
い
ふ
の
は
、
有
名
な
天
台
座
主
忠

尋
が
大
治
元
年
に
書
い
た
と
い
ふ
法
華
五
部
書
の
中
の
、「
父
尉
は
仏
を
か
た
ど
り
、

翁
は
文
珠
を
か
た
ど
り
、三
番
は
弥
勒
を
か
た
ど
る
」
と
い
ふ
の
に
大
体
合
致
す
る
。

翁
は
稲
積
翁
、
三
番
は
世
継
翁
、
父
尉
に
相
当
す
る
か
ら
、
か
や
う
な
三
番
形
式

の
老
翁
祝
禱
の
歌
舞
は
、
平
安
時
代
後
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ

た
こ
と
が
理
会
さ
れ
る
。
六
十
六
番
と
い
ふ
の
は
わ
か
ら
な
い
。

　

当
代
の
記
述
に
於
て
、
維
摩
会
を
持
ち
出
し
て
居
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
僧

侶
の
延
年
と
猿
楽
と
の
間
に
、
交
渉
の
あ
つ
た
事
を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。
古
く

は
、
三
番
猿
楽
の
翁
は
維
摩
会
に
集
る
高
僧
等
が
「
真
俗
二
諦
悉
く
妄
法
で
あ
り
、

十
界
六
道
の
実
体
な
き
事
」
を
示
さ
ん
が
為
に
作
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
記
事

が
法
華
五
部
書
に
記
さ
れ
て
居
り
、
僧
徒
の
延
年
に
猿
楽
が
行
は
れ
た
こ
と
も
鎌

倉
初
期
の
記
録
に
見
え
る
か
ら
、
さ
う
し
た
歴
史
が
こ
の
伝
説
の
中
に
加
は
つ
て
ゐ
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る
か
と
思
ふ
。
又
薪
能
は
、
興
福
寺
の
修
二
月
会
に
於
て
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

呪
師
猿
楽
が
古
い
時
代
か
ら
こ
れ
に
参
勤
し
て
居
り
、
大
和
猿
楽
の
発
達
上
か
ら

は
、
非
常
に
重
大
な
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
維
摩
会
と
並
べ
あ
げ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

修
二
月
会
が
、
天
下
太
平
の
御
祈
禱
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
出
勤
す
る
猿
楽
の
演

伎
も
、
天
下
太
平
の
御
祈
禱
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
考
が
、
猿
楽
者
流
の
中
に
行
は

れ
て
居
た
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
猿
楽
の
座
を
あ
げ
て
ゐ
る
点
に
一
応
説
明
を
加
へ
て
置
か
う
。
外と

山ひ

は

大
和
磯
城
郡
の
長
谷
に
近
い
所
の
地
名
。
結ゆ

う

崎さ
き

は
川
西
村
の
地
名
、
坂さ

か

戸ど

は
法
隆
寺

の
西
方
龍
田
の
西
方
に
あ
る
立
野
近
傍
の
古
い
地
名
で
あ
る
。
外
山
は
宝
生
、
結

崎
は
観
世
、
坂
戸
は
金
剛
の
座
の
あ
つ
た
所
で
あ
る
。
円え

ん

満ま
ん

井ゐ

に
つ
い
て
は
、
未
だ

定
説
と
見
る
べ
き
も
の
が
定
ま
つ
て
居
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
金
春
座
を
さ
す
事

だ
け
は
明
か
で
あ
る
。

　

近
江
の
三
座
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
の
申
楽
談
儀
に
詳
し
い
説
明
が
あ
る
か
ら
省

く
。

　

伊
勢
の
主し

う

司し

と
い
ふ
の
は
、
呪し

う

師し

の
宛
字
で
あ
り
、
呪
師
二
座
は
、
和
屋
と
刈
田
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と
の
二
座
を
さ
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
荒
木
田
楠
千
代
氏
が
雑
誌
皇
学
一

巻
五
号
、
二
巻
一
号
に
詳
し
い
研
究
を
示
さ
れ
て
居
る
。

　

新
座
は
摂
津
の
榎
並
、
本
座
は
丹
波
の
矢
田
、
法
成
寺
は
摂
津
三
島
郡
の
宿し

ゆ
くに

存
在
し
た
猿
楽
で
あ
る
。
宗
節
本
の
傍
註
に
、
本
座
を
河
内
国
と
し
て
居
る
の
は

従
ひ
難
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
法
勝
寺
の
修
正
月
会
や
、
賀
茂
の
御み

手と

代し
ろ

祭
、

住
吉
の
御
田
殖
祭
等
に
出
勤
し
た
猿
楽
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
詳
細
な
事
は
、
能
楽

史
の
方
面
に
関
す
る
の
で
、
省
略
し
度
い
。
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尚
、
吉
田
東
伍
博
士
が
神
儀
篇
を
後
世
の
偽
書
で
あ
る
と
断
ぜ
ら
れ
た
こ
と
、

そ
れ
に
対
し
て
、
佐
成
謙
太
郎
氏
が
反
対
の
意
見
を
御
発
表
に
な
つ
て
ゐ
ら
れ
る
こ

と
等
、
興
味
あ
る
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
も
省
略
さ
せ
て
頂
い
て
、
甚

だ
簡
単
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
神
儀
篇
の
評
註
を
終
る
こ
と
と
し
度
い
。

底
本
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
世
阿
弥
十
六
部
集
評
釈 

上
巻
』
能
勢
朝
次 

著


